
海洋科学技術センター内「地球シミュレータセンター」に潜入

ゴミ分別にマイカーのアイドリングストップと、最近かなりエコなレポーターになってきた私。そんな私の元に「地球の未来に興味ある？」と
いう、たいそうなサブジェクトのメールが編集部から送られてきた。このメール、どうも「横浜に地球環境の未来を左右する“コンピュータ”と
“ネットワーク”があるんだって。行ってきて!」と言いたいらしい。これはエコ系レポーターとしては行かないわけにはいきません。ということ
で、早速マイカーを駆って港町横浜に出撃!もちろんアイドリングストップしながら…….
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スーパーコンピュータをネットワークでつなぎ
未来の地球を大予想！

やってきました神奈川県は金沢区昭和

町。「地球シミュレータセンター」という看板

のかかったこの建物に、地球の未来を左

右する“コンピュータ”があるわけですな①。

でも竹林があって、なんだかサイバーっぽく

ないんスけど②。「コンピューターと向かい

合っている研究者が多いので、和む雰囲

気のものを多く置いているんですよ」と言い

ながら登場したのは、地球シミュレータセン

ターの理学博士渡邊さん③。本日の案内

役を務めて頂いてます。

早速聞いてみました。ここにある地球の

未来を左右する“コンピュータ”ってどんな

ものなんスか？「地球シミュレータと言っ

て、地球の環境が今後どのように変化する

かをシミュレーションするコンピュータです。

地球全体を10キロメートル単位の精度で

とらえて、地殻の変動や大気の循環などを

計算して予想しているので、高性能なコン

ピューターが必要なんです」。高性能ってど

れくらい？「世界一! 計算の理論性能が

40Tflopsですから」。へ？ それってペン

ティアム4より速いスか？「……単純には

比べられませんが、1秒間に40兆回計算す

るということですから早いですよ。ちなみに

この40 Tflopsという性能は、アメリカで

“コンピュートニク”という言葉ができるくら

い衝撃的なものだったんです。日本がこん

な高性能なコンピュータを作ったのは、ソ

連が人工衛星“スプートニク”を作ったとき

と同じくらいアメリカにとって衝撃的な出来

事だ、ということでね」。

いや、もう見せてください。その衝撃的コ

ンピュータ! 「この中ですよ」と誘導してく

れる渡邊さんの後について行くと……かわ

いい! かわいい箱がいっぱい④。

地 球 シ ミ ュ レ ー タ は コ ン ピ ュ ー タ 界 の ス プ ー ト ニ ク

渋谷“かかってきなさい”雪絵レ ポ ー タ ー

社社会会科科見見学学⑥⑥社会科見学⑥
いろんなインフラの裏側を探ろう！
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地球シミュレータセンター。ここにすごいコンピュータがあるのだ。 なぜかなごみ系のお庭が……。 地球シミュレータセンター理学博士渡邊國彦さん
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地球シミュレータセンター http://www.es.jamstec.go.jp/
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プロセッサーが協力し合って、莫大な計算

をしていることになりますね。ちなみに、こ

れらのコンピュータをつなぐケーブルの総

延長は2400キロメートルあります」。それ

って、沖縄から北海道まで行ける距離じゃ

ないっスか⑤。恐るべし、世界一のコン

ピュータを実現させるネットワーク。ちなみ

にさっきからゴーゴーうるさいんですけど、

これ何の音なんスか？

とえば、1台のスーパーコンピュータで同

じような性能を実現しようとすると、1キロ

メートル四方を超える大きさのコンピュー

タを作らなければいけなくなる。これは現

実的でないし、実際今の技術では不可能

です。そこで、640台をネットワークでつな

いで、同等の性能を実現したのです。1つ

のコンピュータにはそれぞれ8つのプロセ

ッサーが入っていますから、計5120個の

どうも、このいっぱいある箱が世界一高

性能なコンピュータらしいのだが、いった

いどれが世界一なんだかわかりません。

「いやいや、全部が世界一なんですよ」。ス

ゲ! 世界一がいっぱい!「いや、そうじゃ

なくて、ここにある640台のスーパーコン

ピュータを、データ転送速度上り、下りそ

れぞれ12.3GB／秒でつなぐことで、全体

で世界一の性能を実現しているんです。た

1 2 . 3 G B ／ 秒 で 6 4 0 台 の ス ー パ ー コ ン ピ ュ ー タ が 手 を つ な ぐ

これだけすごい規模のコンピュータな

ら、ゲームとかもサクサク動くんでしょう

ね。ちょっと、1日使わせてもらってもいい

ですか？「たまにいるんですよね、そうい

うことをおっしゃる方が。実際にこのコン

ピュータを研究者などにお貸しすることは

あるのですが、基本的にはナノテクノロジ

ーの研究など、人の役に立つ研究のため

だけに使ってもらっているんです。地球を

シミュレートする計算にしても、砂漠化や

温暖化など今後起こるであろう地球環境

の変化を予想し、対応策を講じるなどの

目的のためですから。そういう個人の趣味

は自分のパソコンでやってください」。し、

失礼しました。高速ゲームはあきらめます。

その代わり、いつか来るであろう自然災害

から私だけでも守ってください。よろしく地

球シミュレータ!

「クーラーの音ですよ。コンピュータの

置いてあるこのフロアの下に、大きなクー

ラーがあって、部屋を冷やしているんです。

パソコンもファンでCPUを冷やしている

でしょ。それと同じことをやっているわけな

んですが、見てみます？ そのクーラー」。

ウワ! これまたデカイ⑥。このクーラー設

備は東京ドームのクーラーの1.8倍の性能

があるそうです。

個 人 の 趣 味 で 使 っ て は い け ま せ ん

渋谷“かかってきなさい”雪絵
Y u k i e - k a k a t t e k i n a s a i - S h i b u y a

インターネット上の大学を運営
するスクールオンインターネッ
ト研究所（SOI）に勤めながら、本誌
特別調査員として日々世界を駆け
回る。SOIにいるときの彼女は仮
の姿なのでご注意を。好きな言葉
は“成せば成る”。

いやー、すごかった“世界一”。私も、けっこう世界一マニアなんスけど、こんな世界一にはなかなか

お目にかかれません。1人じゃあ無理だから、みんなをネットワークでつないで計算するというのがイ

イじゃないですか。3人寄れば文殊の知恵じゃあないですが、640台集まれば世界一の計算力です

よ。ちなみに、あのコンピュータのデザインなんですが、青が空、白が雲、赤が生きている地球と自然

をイメージしたものだそうです。正直、コンピュータは、もう進歩しなくてもいいよと思っていました、私。

今のパソコンで十分だし。でも、実際にこの地球シミュレータがやっている「計算」を見てみると、も

っと進歩して、自然災害とか、そういう不幸な出来事をなくしてほしいなと思ったっス。あと、おいしい

魚がどの辺を泳いでるかとかわかるともっとうれしい……。はい、じゃあ次行ってきます!

雪絵後日談 「大人の社会を知ったっス」

青が計算担当、緑がネットワークを制御するコンピュータ 総延長2400キロメートルのケーブル！

この体育館みたいなところにコンピュータは収
まってます。

さ、寒すぎー！高いところから見るといっそう壮観

地球シミュレータが予想した雲の様子。台風ま
でしっかり予想しています。

これは記録装置。パソコンで言えばフロッピ
ーみたいなものだが……デカイ。
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